


文化芸術は、人々に夢や感動、生きがいをもたらし 、人生を豊かに彩ってく れます。

北区では、平成16（ 2004）年6月に区の文化芸術振興施策の基本となる「 北

区文化芸術振興ビジョ ン」を策定し 、将来像である「 一人ひとりがいきいきと 活動

する文化の香り 高いまち」の実現を目指し 、多彩な事業を推進してまいりまし た。

策定後16年の間に、文化芸術を取り 巻く 環境は大きく 変化しまし た。

国は、文化芸術振興を 政策の根幹に据え、「 文化芸術立国」の実現を目指

すとして「 文化芸術の振興に関する基本的な方針（ 第3次基本方針）（ 平成23

（ 2011）年）」を閣議決定し 、平成29（ 2017）年には文化領域だけでなく 他分

野との連携拡大を謳った「 文化芸術基本法」を成立さ せ、文化芸術に関する施

策を総合的に推進しています。

北区においても 、平成27（ 2015）年に旧豊島北中学校の校舎を活用し た文

化芸術活動拠点ココ キタ の開設や田端文士村記念館のリ ニューアル、また、区

の文化芸術施策･ 事業を 推進する 上で中心的な役割を 担っている 公益財団

法人北区文化振興財団が平成30（ 2018）年4月に設立30周年を迎えるなど、

様々な出来事がありまし た。

今回の改定は、この間の社会情勢の変化に対応し 、区の文化芸術活動の一

層の振興を図ることを目的に行ったものです。

区内には、長い年月をかけて育まれてきた特色ある伝統文化や、多く の文化遺

産があります。また、文化団体や若手アーティ スト たちによる文化芸術活動が活

発に行われています。

だれもが文化芸術に触れ、いきいきと 活動し 、喜びを感じる社会の実現に向け

て、区民の皆さまはもとより 、文化・ 芸術の担い手の方 と々 協働・ 連携し 、本ビジ

ョ ンを推進してまいりますので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

最後に、本ビジョ ンの策定にあたり 、ご尽力をいただきまし た東京都北区文化

芸術ビジョ ン検討委員会委員の皆さまをはじ め、貴重なご意見、ご提案をいただ

きまし た区民の皆さまに心よりお礼を申し 上げます。

令和2 （ 2020）年7月

北区長   花川 與惣太

 「 文化の香り 高いまち北区」
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  １  策定の趣旨

文化芸術を享受し 、文化的な環境の中で生きること

は、区民の生活に欠かせない要素のひとつです。文化

芸術は、人々の創造性をはぐく むとともに、人と 人との

心のつながり、相互に尊重し あう 心豊かな社会の土台

となるものでもあり、これは、いつの時代においても変

わりありません。

一方で、日本社会は、少子高齢化・人口減少社会の

到来やグローバル化の一層の進展などにより、大きく

変化しつつあり、北区も例外ではありません。

世界的にも環境や貧困、差別などの課題が大きく 取

り上げられ、平成27（ 2015）年９月の国連サミット にお

いて持続可能な開発目標（ SDGs）が採択され、「 地球

上の誰一人として取り残さない」ことを誓うなど、多様性

や包摂性の視点が重要となっています。

そうした中で、だれもが相互に人格と個性を尊重し 、

支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える全

員参加型の社会を目指すことも、重要な課題となって

います。

我が国の文化芸術に関する政策は、文化芸術単体

の振興だけを目的とするものから、文化芸術が社会・

経済に与える価値を含めて考え、教育、福祉、産業、観

光、スポーツ、まちづくり、国際交流などの各関連分野

における施策との有機的な連携を含めて推進するも

のへと大きく 変化しています。

「 北区文化芸術ビジョ ン2020」（ 以下「 本ビジョ ン」

と表記します。） は、平成16（ 2004） 年に策定した「 北

区文化芸術振興ビジョ ン」（ 以下「 振興ビジョ ン」 と表

記します。）をもとに、社会環境変化、区の現状、国の政

策などを踏まえて、これからの時代に相応しい内容に

改めたものです。
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 ２  本ビジョ ンの位置づけ

本ビジョ ンは、区の文化芸術推進施策の個別計画

立案及び事業実施の基本となるものであるとともに、

文化芸術の主たる担い手である区民はもとより、公益

財団法人北区文化振興財団（ 以下「 財団」 と表記しま

す。）、文化団体、ＮＰＯ、ボランティア団体や企業など、

北区で活動する各主体が文化芸術の推進を図るうえ

で拠りどころになるものです。

本ビジョ ンは、区の将来像を描いた「 北区基本構想」

及びそれに基づく「 北区基本計画」を上位計画とし 、国

や東京都の計画の動向を踏まえるとともに、関連分野

の個別計画や指針等と整合性を確保し ながら進めま

す。

北区基本構想

北区基本計画
国・東京都の計画等

関連計画・指針等

北区経営改革プラン

北区まち・ひと・しごと創生総合戦略

北区シティプロモーショ ン方針

北区観光振興プラン

北区教育ビジョ ン

北区都市計画マスタープラン

北区障害者計画

北区障害福祉計画

北区国際化推進ビジョ ン

北区多文化共生指針　 等

文化芸術基本法

文化芸術推進基本計画

障害者による文化芸術活動の推進に

関する法律
（ 以下「 障害者文化芸術推進法」と表記します。）

障害者による文化芸術活動の推進に

関する基本的な計画
（ 以下「 障害者文化芸術活動推進基本計画」

と表記します。）

東京文化ビジョ ン　 等

北区文化芸術ビジョン
2020
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 ３  本ビジョ ンの期間

本ビジョ ンでは、令和２（ 2020） 年に始まり、概ね10

年間（ ～ 2030年） を見据えた北区の文化芸術に関す

る基本方針を定めます。

策定後は、社会情勢の変化や、施策の効果等に関す

る評価を踏まえて、柔軟かつ適切に見直しを行います。

 ４  文化芸術の範囲

具体的な文化芸術の範囲については、文化芸術基

本法の各条の定義に基づき、下表を主な対象とします。

① 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊 
その他の芸術（ 第８ 条）。

② 映画、漫画、アニメ ーショ ン及びコンピュータ  
その他の電子機器等を 利用し たメディア芸術（ 第９ 条）。

③ 雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊 
その他の我が国古来の伝統芸能（ 第10条）。

④ 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱 
その他の芸能（ 第11条）。

⑤ 生活文化（ 茶道、華道、書道、食文化 
その他の生活に係る文化）等（ 第12条）。

⑥ 有形及び無形の文化財並びにその保存技術（ 第13条）。
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 1 北区の文化行政の 
  主な経過

北区では、振興ビジョ ン策定以前から、北とぴあの

建設を契機とした様々な文化施策を展開してきました。

主な経過は次のとおりです。
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昭和63年
1988年
4月

財団法人 
北区文化振興財団の設立

北区の外郭団体として、財団主催の文化事業等を開始。

平成元年 1989年 「 北彫展」開始
著名な彫刻家である川崎普

ひ ろ

照
て る

氏（ 日本芸術院会員）をはじ め、

北区にゆかり のある彫刻家の作品を展示。

平成2年 1990年 「 北とぴあ」開館 産業と 文化の拠点施設として、多彩な文化事業がスタ ート 。

平成4年 1992年 「 北区伝統工芸保存会」発足
歴史ある伝統的な技法や技術を継承し 、その熟練し た技と 伝

統工芸品に親し んでもらう ため、「 北区伝統工芸展」を毎年秋

に開催。

平成5年 1993年 「 田端文士村記念館」開設
田端で 活躍し た文士・ 芸術家の功績を通じ て「 田端文士芸術

家村」という 歴史を、後世に継承していく ことを目的として設立。

平成6年 1994年
「 北区つかこう へい劇団」 
結成

つかこう へい氏（ 1948－2010年）と の協働で運営。同氏が平

成22（ 2010）年に逝去さ れ、平成23（ 2011）年に解散。

平成7年 1995年
奥山峰石氏が重要無形文化財 

「 鍛金」保持者（ 人間国宝）に認定

平成7年 1995年 「 北とぴあ国際音楽祭」開始
「 古楽」「 現代」「 区民参加」をコンセプト として開始。現在は古

楽から 現代までの多様なクラシッ ク 音楽の祭典として毎年秋

に開催。

平成10年 1998年 「 北区飛鳥山博物館」開館
隣接する「 紙の博物館」及び「 渋沢史料館」とともに、「 飛鳥山

３ つの博物館」として開館。

平成14年 2002年 「（ 仮称）彫刻アト リエ館」開設
彫刻家北村治

は る

禧
よ し

氏（ 1915－2001年）のご遺族から 寄贈を受

けて開設。

平成14年 2002年
北区内田康夫 
ミ ステリ ー文学賞創設

北区の知名度を高め文化的イメ ージを強めるため、北区アンバ

サダーの作家内田康夫氏（ 1934－2018年）の協力により 創設。

内田康夫氏の作品「 浅見光彦シリ ーズ」には北区が度々登場。

平成16年 2004年 「 振興ビジョ ン」策定
21世紀に相応し い方針を 定め、計画的に文化芸術振興を図

るため策定。

平成17年 2005年
「 北区ふるさと 農家体験館」 
開設

北区有形文化財に登録さ れている旧松澤家住宅を 移築して

開設。

平成20年 2008年 「 中央図書館」開設 北区の近代遺産である赤レンガ倉庫を建物の一部として利用。

平成21年 2009年
中央図書館の建物が 
グッド デザイン賞を受賞

歴史的建造物を活用し た優れた建築を評価。

平成22年 2010年
飛鳥山博物館内に 

「 飛鳥山アート ギャラリ ー」開設

奥山峰石氏や大野五郎氏（ 1910－2006年）の作品など北区

で所蔵する美術工芸品の展示。

平成25年 2013年
「 ド ナルド・ キーン  
コレクショ ンコ ーナー」開設

北区の名誉区民である日本文学研究者のド ナルド・ キーン 氏

（ 1922－2019年）から 書籍や絵画の寄贈を受け、中央図書

館に開設。

平成27年 2015年
東京都北区文化芸術活動拠点

（ 以下「 ココキタ 」と 表記します。）開設

平成30年 2018年
「 TOKYO 北区のＫＩ Ｔ Ａ みち」 
刊行

「 ～目で 見る北区の歴史～」を副題に「 北区の歴史 はじ めの

一歩」（ 全７ 冊）を北区全域版として１ 冊にまとめた書籍を中央

図書館で編集。
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 ２  振興ビジョ ンに基づく  
  これまでの取組み

平成16（ 2004） 年6月に策定した「 振興ビジョ ン」で

は、「 一人ひとりがいきいきと活動する文化の香り高い

まち」を将来像に、「 つくる」「 そだてる」「 ひろげる」「 さ

さえる」の４つの柱から、北区の文化芸術を振興してい

く 指針を掲げ、文化事業を展開してきました。振興ビジ

ョ ンの施策体系に基づきながら、これまでの取組みに

ついて以下のとおり総括します。

 （ １） つく る    
  地域の個性を活かした文化芸術の創造

具体化の方向

①北区らしい 
　 個性的な文化芸術の創造

②地域における 
　 文化芸術の創造活動

③文化芸術創造のための 
　 環境づく り

主な取組み

北彫展 北区ゆかり の彫刻家を中心に、毎年、開催。

北とぴあ国際音楽祭 「 古楽」という 独自のコンセプト で開催。

北区内田康夫ミ ステリ ー文学賞

舞台芸術創造支援事業 良質な演劇公演を北とぴあに誘導するために実施。

（ 仮称） 
芥川龍之介記念館

の整備

芥川龍之介（ 1892－1927年）が大正3（ 1914）年

から 昭和2（ 1927）年に亡く なるまで居住し た田端

の旧居跡地の一部を区が購入し 、芥川龍之介の名

を 冠し 業績を 顕彰する施設として、日本で初と なる

記念館開設に向け整備中。
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 （ 2） そだてる  
  北区らしい文化芸術活動の発展・ 支援

具体化の方向

①高い専門性や 
　 資質を持つ人材への支援

②地域における 
　 文化芸術活動の発展と支援

③区民の 
　 文化芸術活動の発展

主な取組み

まちかどコンサート
ふれあい館等、身近な施設でプロのアーティ スト に

よる演奏会を無料で実施。

子ども文化教室
小学生から 高校卒業まで、彫

ちょ う

塑
そ

・ 落語・ 日本舞踊・

鍛
た ん

金
き ん

・ 雅楽の５ 分野を区内在住の一流のアーティ ス

ト から 本格的に学ぶ教室。

文化センタ ーにおける 
入門教室等

生涯学習の観点から 、様々な文化芸術の入門教室

等を指定管理者が開催。

北区版アーティ スト  
バンク 創設

ココキタ で活動する若手アーティ スト の情報を集め

て公開。

文化団体への支援

広く 区民に対し 、文化芸術に触れる 機会を 提供し

ている北区民オーケスト ラや北区民混声合唱団等

の活動支援とともに、北区文化芸術祭などを通じ た

文化団体への支援を実施。

　 数多く の名作が生まれた田端の龍之介の書斎は、日当たり の

良い2階の8畳間でし た。書斎では、執筆活動はもちろん、室生犀

星、菊池寛などの友人や、新聞・ 雑誌記者も 集まり、まるで文学サ

ロンのようであったといいます。

　 大正7（ 1918） 年、龍之介は結婚し 、し ばらく 鎌倉で新婚生活

を送った後、田端に戻り、養父母、伯母と暮らすよう になります。翌

年には長男・ 比呂志（ のちの俳優）、大正11（ 1922） 年に次男・ 多

加志、大正14（ 1925）年に三男・ 也寸志（ のちの作曲家）が誕生し 、

３ 人の子どもに恵まれまし た。８ 人の大家族が住む田端の家は、

さ ぞ賑やかであったと 想像できます。

　 龍之介の公私の拠点となったその土地に建設予定の（ 仮称）芥

川龍之介記念館。龍之介の生きた時代、創作を支えた雰囲気を

体感できる施設を目指すとともに、田端エリアの魅力発信に寄与

していきます。

C
o

lu
m

n

芥川龍之介「 田端の家」

芥川龍之介「 田端の家」復元模型
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 （ 3） ひろげる  
  多く の文化芸術に触れる機会の拡大

具体化の方向

①文化芸術に触れる 
　 機会の充実

②身近に文化芸術に 
　 親しむことができる環境の充実

③地域における文化芸術の
　 発表機会の充実

子ども 文化教室（ 鍛金）

主な取組み

北とぴあホール事業
クラシッ ク、伝統芸能、ポピュラ ー音楽、落語、演劇

などの公演を展開。

北とぴあ演劇祭
北区を 拠点と するアマチュア演劇団体に発表の場

を提供し 、創造活動を支援。

北区飛鳥山博物館に

おける展示等

多彩な企画展や講座、常設展示の継続的な更新、

モバイル機器を活用し た解説補助の実施、ぐるっと

パス事業への参加。

障害者作品展の

開催等

障害者福祉センタ ーでの障害者作品展や障害者

団体等による作品展示などを開催。

スクールコンサート 等

の開催

子どもの文化芸術に親し む機会として、小中学校に

アーティ スト を派遣する「 スクールコンサート 」や、教

育委員会主催の「 音楽鑑賞教室」など、子どもやフ

ァミ リ ー向けの企画を実施。

王子カルチャーロード・

ギャラリー、北とぴあ区

民プラザなどの活用

多く の人が行き 交う 共用スペースで 作品展示等を

実施。
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 （ 4 ） ささえる  
  文化芸術を支える仕組みの構築

具体化の方向

①文化芸術活動の 
　 拠点の整備

②文化芸術をつなぐ 
　 情報網の整備

③新たな協働による 
　 文化芸術の振興

主な取組み

指定管理者制度 
の導入

北とぴあ、赤羽会館、滝野川会館及び文化センタ ー

などに、指定管理者制度を導入し 、指定管理者によ

る自主事業として文化事業を実施。

施設の改修
建物の耐震工事とともに、ト イレ 洋式化やバリアフ

リ ー対策など、多く の方々が安心して利用できるた

めの改修工事を実施。

田端文士村記念館

芥川龍之介や板谷波山（ 1872－1963年）をはじ

めとする田端ゆかり の文士・ 芸術家たちの作品等を

展示するとともに、講演会や散策会を通じ て業績や

暮らし ぶり などを紹介。

情報網の整備

北区ホームページや財団ホームページ、ＳＮＳ など

を 通じ た情報発信や、情報紙「 エンジョ イ北区」の

発行、会員組織「 ほく と ぴあメ ンバーズ」など、情報

網を整備。

協働体制の整備
演劇関係を中心に財団と 関係団体の情報交換会

を開催。

ココキタ の開設
「 文化の創造と 人々の交流を 育むまち」をコンセプ

ト に、区民の文化芸術活動を 応援する 施設として

開設。

田端文士村記念館
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 ３  国や東京都における  
  最近の動向

 （ １） 国の動向

平成29（ 2017） 年6月に「 文化芸術振興基本法」 を

抜本的に改正し 、「 文化芸術基本法」（ 以下「 基本法」

と表記します。）が成立しました。

基本法第４ 条「 地方公共団体は、基本理念にのっと

り、文化芸術に関し 、国との連携を図りつつ、自主的か

つ主体的に、その地域の特性に応じ た施策を策定し 、

及び実施する責務を有する。」 として、地方公共団体の

責務が規定されました。

基本法の施行により、平成30（ 2018 ）年3月には、

同法に基づく「 第1期文化芸術推進基本計画」（ 以下

「 国の基本計画」と表記します。）を策定しました。

①基本法の特徴

基本法では、総則における理念を大きく 変更した点

が特徴として挙げられます。具体的には下記の４ 点が

改められています。

ア   「 年齢、障害の有無又は経済的な状況」にかかわらず 
等しく 文化芸術の鑑賞等ができる環境の整備

イ  我が国及び「 世界」において文化芸術活動が 
活発に行われる環境を 醸

じ ょ う

成
せ い

ウ 児童生徒等に対する文化芸術に関する教育の重要性

エ  観光、まちづく り 、国際交流などの各関連分野における  
施策との有機的な連携

※共生社会の推進

上記アについては、平成30（ 2018 ）年6月に「 障害者の文化芸術活動の推進に関

する 法律」が施行さ れたほか、内閣府による 共生社会の推進施策の展開や、東京

2020オリンピッ ク・ パラリンピッ ク 競技大会（ 以下「 東京2020大会」と 表記します。）

の基本コンセプト のひとつに「 多様性と 調和」（ 人種、肌の色、性別、性的指向、言語、

宗教、政治、障がいの有無などあら ゆる面での違いを肯定し 、自然に受け入れ、互い

に認め合う こと ）が定めら れるなど、多様な人々が共生する社会（ 多様性社会）に向

けた取組みが重要となっています。
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②国の基本計画

平成30（ 2018）年に策定された国の基本計画では、

基本法の考え方に基づき、文化芸術の持つ価値を「 本

質的価値」（ 文化芸術が本来的に有する価値）と、「 社

会・ 経済的価値」（ 本質的価値によって生み出される

価値）の２ つに分けて整理しています。

本ビジョ ンでも、この考え方に従って、文化芸術を

捉えます。

本質的価値

・  文化芸術は、豊かな人間性を 涵
かんよう

養し 、創造力と 感性を育む等、人

間が人間らしく 生きるための糧となるものであること 。

・  文化芸術は、国際化が進展する中にあって、個人の自己認識の基

点となり、文化的な伝統を尊重する心を育てるものであること 。

社会・ 経済的価値

・  文化芸術は、他者と 共感し合う 心を通じ て意思疎通を密なものと

し 、人間相互の理解を促進する等、個々人が共に生きる地域社会

の基盤を形成するものであること 。

・  文化芸術は、新たな需要や高い付加価値を生み出し 、質の高い経

済活動を実現するものであること 。

・  文化芸術は、科学技術の発展と 情報化の進展が目覚まし い現代

社会において、人間尊重の価値観に基づく 人類の真の発展に貢

献するものであること 。

・  文化芸術は、文化の多様性を維持し 、世界平和の礎となるもので

あること 。

また、それぞれの価値に応じた戦略を３ つ挙げてい

ますが、その中では、文化庁の施策に限定せず、他省

庁の施策を、関連施策として多数明示しています。例え

ば、障害者芸術活動や児童福祉文化財については厚

生労働省、訪日プロモーショ ンについては観光庁、和

食文化の発信については農林水産省が主管してきた

政策に文化庁が協力し 、文化芸術活動の社会・ 経済的

価値の推進を図るものとなっています。

本ビジョ ンの策定にあたっては、こうし た国の基本

計画における考え方を踏まえます。
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③障害者文化芸術推進法の基本理念等

基本理念

第３ 条第1項で定める以下の３ つの基本理念を基

本的な視点とし 、具体的な施策に取り組むこととしてい

ます。

 

(1 ) 障害者による文化芸術活動の幅広い促進

(2 ) 障害者による芸術上価値が高い作品等の創造に対する  
支援の強化

(3 ) 地域における、障害者の作品等の発表、 
交流の促進による、心豊かに暮らすことのできる  
住みよい地域社会の実現

また、同条第２ 項では、「 障害者による文化芸術活

動の推進に関する施策を講ずる場合、その内容に応じ 、

障害者による文化芸術活動を特に対象とする措置が

講ぜら れ、又は文化芸術の振興に関する一般的な措

置の実施において障害者による特別な配慮がなされ

なければならないこと。」を規定しています。

第５ 条では、地方公共団体の責務として「 地方公共

団体は、基本理念にのっとり、障害者による文化芸術

活動の推進に関し 、国との連携を図りつつ、自主的か

つ主体的に、その地域の特性に応じ た施策を策定し 、

及び実施する責務を有すること。」と規定しています。

障害者作品展
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④障害者文化芸術活動推進基本計画（ 施策の方向性）

文部科学省及び厚生労働省において、平成31

（ 2019） 年3月に、平成31（ 2019） ～ 34（ 2022） 年

度を対象期間とし 、障害者文化芸術推進法第7条に基

づき、障害者基本法及び文化芸術基本法の理念や方

針を踏まえ策定されました。

施策の方向性は以下のとおりです。

施策の方向性

(1) 鑑賞機会の拡大
 障害特性に応じ た利用しやすい環境整備の推進　 等

(2) 創造機会の拡大
 創造活動の場と 障害者をつなぐ 人材の育成　 等

(3) 作品等の発表の機会の確保
 発表の場の創出･充実

(4) 芸術上価値が高い作品等の評価等
 作品や活動等の情報収集･発信　 等

(5) 権利保護の推進
 研修、相談などの環境整備等

(6) 芸術上価値が高い作品等の販売等に係る支援

(7) 文化芸術活動を 通じ た交流の促進
 文化、福祉､教育等の各分野の連携･交流　 等

(8) 相談体制の整備等

(9) 人材の育成等
 障害者の活動を理解し 支援等を行う 人材の育成･教育　 等

(10) 情報の収集等

(11) 関係者の連携協力
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 （ ２） 東京都の動向

東京都では、平成27（ 2015） 年3月に、東京2020

大会の開催やその先を見据えた今後の芸術文化振興

における基本指針となる「 東京文化ビジョ ン」 を策定し

ています。

その中で、世界に提示する文化戦略として、下記の８

つを掲げ、取組みを推進しています。

①　 伝統と 現代が共存・ 融合する東京の独自性と 多様性を
追求し 、世界発信

②　 多彩な文化拠点の魅力向上により 、芸術文化都市東京
の発信力を 強化

③　 あらゆる人が芸術文化を 享受できる社会基盤を 構築

④　 新進若手を 中心に多彩な人材を 国内外から 発掘・ 育成、
新たな創造とビジネスのチャンスを 提供

⑤　 都市外交を 基軸に芸術文化交流を 促進し 、国際的な競
争力を 高める

⑥　 教育、福祉、地域振興等、社会や都市の課題に、芸術文
化の力を 活用

⑦　 先端技術と 芸術文化との融合により 創造産業を 発展さ
せ、変革を 創出

⑧　 東京が持つ芸術文化の力で、都市力を引き出し 史上最
高の文化プログラムを 実現

都電荒川線

（ 東京さく らト ラム）
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 第3章

北区の
現状と課題

 1 文化芸術に関する  
  区民の意識

 （ １） 北区民意識意向調査

地域の文化振興のため、区が力を入れるべきだと思

うことは何ですかという 設問に対して、「 様々な文化芸

術を鑑賞する機会と場の提供」 という 回答が３ 割を超

えて最も多く なっています。次いで、「 歴史的文化の保

存･継承と 活用」、「 子どもたちを対象とし た文化芸術

事業の充実」、「 北区独自の個性的な文化芸術の創造

･支援」の順で続いています。

無回答

その他

特にない

文化芸術活動を行う
文化団体・ 芸術家等に対する支援

文化芸術活動に参加できる
機会と活動場所の拡大・ 設備

北区独自の個性的な

文化芸術の創設・ 支援

子どもたちを対象とした

文化芸術事業の充実

歴史的文化の保存・ 継承と活用

様々な文化芸術を鑑賞する
機会と場の提供

今回／平成30（ 2018）年度

出典 ：  北区民意識意向調査

　 　 　（ 平成30（ 2018）年度）より

前回／平成28（ 2016）年度
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0.8
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3.5
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10.7

11.5

地域の文化芸術に関する
情報の提供 11.4

11.4

16.6

21.0

23.3

30.5

31.6
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地域文化振興のための重点施策

Chapter

Kita City, Tokyo
Vision of 
Culture and Art
 2020
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 （ ２） 文化芸術に関わる区民・ 関係者の声

北区文化芸術ビジョ ン検討委員会ワークショ ップ、

及び、文化団体やレジデンスアーティ スト インタビュ

ーでは、北区の「 強み」と「 弱み」について意見聴取を

行い、下記の図のとおり整理しました。

上の図から、北区、区民、文化団体など様々な主体

が北区特有の魅力を「 強み」 と捉え、「 強み」 を伸ばす

とともに、「 弱み」 とする情報発信や連携の発展に力

を入れる、ということが言及されました。

・ 行政との距離

・ 区はハイカルチャーを

  求めているように感じる

・ 文化行事が閉鎖的に感じる

・ 他分野及び地域との連携が足りない

・ 北区ニュースの魅力が乏しい

・ 区民の文化芸術活動を紹介する

  媒体等が少ない

・ 制作支援はあるが発表支援が少ない

・ みんなが集まるフェス的なイベント が少ない

・ 既存の文化団体の高齢化及び後継者不足

・ 王子狐の行列や赤羽馬鹿祭りなど

  北区特有の年中行事

・ 旧醸造試験所などの近代の産業遺産や

  田端文士芸術家村などの歴史文化

・ 元気な商店街や飲食街

・ 町会自治会での多世代交流

・ ココキタにおける子ども文化教室の開催

・ 交通の利便性

・ 多文化共生

・ パブリックアート

・ 若年層・ ファミリー層が増えている

北区の魅力が
見えにく く

まとまり がない

北区には
魅力的な暮らし

がある

強み 弱み
北区の 北区の

など など
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 （ 3） 北区外国人人口（ 登録者数）の推移

令和２（ 2020） 年1月1日現在、北区の外国人人口

は２ 万３ 千人を超え、人口の約６％を占めており、様々

な国籍の人が住んでいます。

北区人口推計調査報告書（ 平成30（ 2018）年３月）

では、外国人人口は令和20（ 2038）年まで増加が続き、

約３ 万人に達する見込みです。

国名 2001年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

中国 5,453 9,108 10,029 10,411 11,324 12,287

韓国・ 朝鮮 3,208 2,646 2,667 2,613 2,698 2,727

フィ リピン 762 786 798 828 863 830

ミ ャンマー 247 778 849 995 1,038 1,015

バングラデシュ 304 756 944 1,191 1,222 1,043

米国 130 200 227 229 247 262

タイ 100 157 166 172 190 206

ネパール - 752 1,014 1,265 1,342 1,286

ベト ナム - 1,156 1,556 1,752 2,008 2,099

その他 1,089 1,270 1,302 1,498 1,689 1,795

外国人人口 11,293 17,609 19,552 20,954 22,621 23,550

日本人人口 317,127 323,643 325,597 327,076 329,355 330,358

総人口 328,420 341,252 345,149 348,030 351,976 353,908

C
o

lu
m

n

レジデンスアーティ スト

　 ココキタ３ 階フロアは、若手アーティ スト が制作に打ち込むた

めのアト リエです。彼らはココキタ に居住こそしていませんが、コ

コキタに制作の拠点を構えています。

　 ジャンルは、演劇、パフォーミ ングアーツ、メディアアート 、障害

者アート や金属工芸など多岐にわたります。各々の部屋で制作に

打ち込みながら 地域との結びつきを模索しており、年1 回開催さ

れる「 ココキタまつり」では、ワークショ ップや展示を通して活動の

成果を披露しています。

（ 単位： 人）

出典： 北区ホームページより

1月1日現在の人口推移
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 （ １） 文化芸術活動の裾野の拡大

大きな課題の1 点目は、子どもから高齢者まで、幅

広い年代の文化芸術に対する関心を呼び起こし 、障

害のある人や外国人等に配慮し ながら文化芸術に触

れる機会を提供し 、より一層、多く の人たちが夢を持ち

感動し 、いきがいを感じら れるよう 、活動の裾野を広

げていくことです。

基本法では、「 文化芸術を創造し 、享受することが

人 の々生まれながらの権利である」 とともに、「 国民が

その年齢、障害の有無、経済的な状況又は居住する

地域にかかわらず等しく 」 文化芸術の機会を享受する

ことが基本理念としてうたわれています。また、文化芸

術は、人々が文化芸術の場に参加する機会を通じ て、

多様な価値観を尊重し 、他者との相互理解を深めると

いう 社会包摂の機能を有しています。

こうしたことから、子どもから高齢者まで、障害のあ

る人や外国人など、だれもが生涯を通じ て文化芸術活

動に触れられる機会が享受できるよう 環境を整えるこ

とが望まれています。

近年の傾向として、知名度が高いアーティ スト の公

演に観客が集中していること、文化拠点施設の利用者

が固定化していること、ホール事業などの入場者数が

伸び悩んでいること、会員の高齢化に伴い会員数が減

少している文化団体が多く みられることなどを踏まえ、

文化芸術活動の裾野を広げることが喫緊の課題です。

また、個人では活動に参加しづらい傾向にあるため、

情報発信を通じ て文化団体への加入を誘導するなど、

文化芸術の推進に向け、個人･団体双方の意識啓発も

 ２  北区の現状からみた 
  今後の課題



19

第3章

北区の

現状と 課題

3
Chapter

Kita City, Tokyo
Vision of 
Culture and the Arts
2020

大切です。

さらに、既存の文化団体への新規加入とあわせて、

新たな文化団体の設立を促すことが重要です。

 （ ２） 文化資源の掘り 起こしと 情報発信

大きな課題の２ 点目として、特色ある地域文化の掘

り起こしが十分でない点が挙げられます。

北区には、江戸時代以前から、街道筋・ 行楽地として

栄え、歴史的な文化や文化財、伝統的な生活文化があ

ります。

近代では、飛鳥山公園内に、日本の近代経済社会

の基礎を築き「 日本資本主義の父」 と言われた渋沢栄

一（ 1840－1931年）の邸宅跡である旧渋沢庭園や、旧

醸造試験所第一工場などの産業遺産、そして、田端文

士芸術家村に代表される“文化のまち”としての蓄積な

ど、豊かな歴史文化を培ってきました。

一方で、鉄道、道路、公園、水辺等がある景観ととも

に、北区は住宅地として、かつ、赤羽・ 十条駅周辺の多

数の商店街などの特色ある商業集積地があるまちとし

て、今も発展を続けています。

また、赤羽馬鹿祭り、王子狐の行列、北区さく らSA

＊KASO祭り、北区花火会など、地域団体等によるイ

ベント がまちを彩っていることも魅力です。

さらに、目の不自由な人も、耳の不自由な人も、だれ

もが一緒に映画を楽しめる日本初のユニバーサルシア

ター CINEMA Chupki TABATAや、大衆演劇の劇場

である篠原演芸場など、特色のある施設も少なく あり

ません。

このように、区内には多彩な文化資源がありますが、

必ずしも区内外の認知度は高いとは言えません。

また、区内には、まだあまり知られていない、地域の

中で受け継がれてきた歴史文化や伝統芸能なども存

在します。
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だれもが多彩な文化に触れるため、潜在している文

化資源を掘り起こし 、これらの文化資源とあわせて、広

く 情報発信することが求められます。

かつての文士芸術家の居住地を示し た田端散策マップ
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 （ 3） 地域で活動する多様な主体の連携･交流

大きな課題の３ 点目として、多様な主体による文化

芸術支援のためのネット ワークを構築するため、区や

財団が区民との協働を推進するとともに、地域で活動

する文化団体をはじめ、産業団体、東京北区観光協会、

国・ 都の関係機関、大学・ 高校、ＮＰＯ及び企業などが

一体的に連携し 、文化芸術を推進することが挙げられ

ます。

現状では、芸術家や文化団体による交流は、特定の

団体や特定のジャンルの交流に留まっていますが、ア

ーティスト 同士の創造的な交流により、文化の香り高

いまちとして、一層の充実が図られます。

そこで、区内の文化団体同士や、文化団体と区民を

つなげていく コーディ ネーター的な人材の発掘と活用

が求められています。

また、演芸場、小劇場、ライブハウス、ギャラリー、音

楽スタジオなどの地域の文化資源と 連携を図り、様々

な活動の場を区民に紹介していく 必要があります。

その結果として、文化芸術活動の場の確保や鑑賞

機会の拡大につながり、区民主体の文化芸術活動がよ

り活発化するとともに、情報発信拠点の充実、地域コ

ミ ュニティ の形成などが図られます。

篠原演芸場
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第４ 章

基本的な
考え方
　 これからの北区の文化芸術の推進に関して、以下のとおり基本的な考え

方を定めます。本ビジョ ンが「 北区基本構想」 及び「 北区基本計画」に規定

された分野別の基本方針であることに鑑
かんが

み、構想及び計画の内容を踏ま

えたものとなっています。

 １  基本理念と 将来像

 （ １） 基本理念

グローバル時代にあってこそ、わたし たちの国や地

域が育てた固有の文化を誇りに思い、大切にしていく

ことが重要です。

北区に根ざした生活や産業、伝統により育まれた貴

重な文化を誇りにし 継承し ながら、区民の創意あふれ

る文化芸術活動を通じ て、文化の香り 高く 、にぎわい

のあるまちをつくります。

区は、区民の主体的な文化芸術活動を支援して、区

民とともに個性的な地域文化を創造し 、北区の魅力と

して発信します。そして、北区を誇りに思う 区民の意識

（ シビックプライド ） を育み、地域固有の歴史的文化の

継承と活用を図ります。

 （ ２） 将来像

上記の基本理念を踏まえ、下記に示す将来像を目

指します。

だれもが いきいきと活動できる  
文化の香り高いまち  北区

Chapter

Kita City, Tokyo
Vision of 
Culture and Art
 2020
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 ２  基本目標

 （ １） すべての区民が文化芸術に触れ、 
  いきがいを感じ て活動する

すべての区民や団体が、北区独自の文化の創造や

継承、それを通じ た交流に携わり、いきがいを感じ な

がら 積極的に参加し 、区民相互・ 区内の団体相互によ

る連携等を推進します。

 （ ２） 歴史的な文化の継承とともに、 
  新たな文化を創造する

区民が地域に根付いた歴史及び文化資源を継承し

ながら、時代にふさわしい新たな文化芸術を創造でき

るようにします。新たな文化芸術には、潜在していた歴

史的な伝統文化も含みます。

 （ 3） 区内外に北区らしい文化芸術を発信し 、 
  地域ブランド 力を向上させる

北区における多彩な文化芸術を区内外に広く 発信

し 、北区のブランド 力を向上していきます。多様な主体

と 連携して文化芸術の奥行きを広げ、北区がより一層

「 住みたく なるまち」になるよう 、より多く の人 の々興味･

関心を惹きつけます。

 ３  具体化への視点

 （ １） 区民主体の文化芸術活動への支援

文化芸術の発展のためには、まちづく りの主役であ

る区民一人ひとりが文化芸術活動に積極的に取り 組

み、北区ならではの歴史的な文化を継承していく こと

が極めて重要です。

こうし た活動を推進していく ため、区民や区内の団

体などが、文化芸術の創造活動や歴史文化の継承活

動に、これまで以上に幅広く 参画できるよう 、施策の展
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開と工夫に取り組みます。参画の拡大にあたっては、創

造活動に加え、企画・ 運営などへの参加や、鑑賞・ 体験

や技能向上など、区民の活躍につながる多彩な機会を

提供します。

 （ ２） 質の高い文化芸術の提供と 発信

文化芸術に触れることで、人は感動し 、心豊かにな

り、生活に潤いが生まれます。

北区はこれまでも、バロック・オペラの上演で全国的

な知名度を誇る「 北とぴあ国際音楽祭」や、芸術性の高

い作品を鑑賞することのできる「 北彫展」、人気歌舞伎

俳優が登場して、毎回多く のファンを魅了する「 松竹大

歌舞伎」など、様々な事業を展開してきました。

区民だれもが身近で親し みやすく 、質の高い文化芸

術に触れるきっかけとなるような機会を提供し 、広く 発

信していきます。

 （ ３） 多様性社会にふさわしい文化芸術の推進

性別や年齢、仕事や家事・ 介護の状況、健康状態、

障害の有無、国籍や日本語能力の違いなどに関わらず、

だれもが文化芸術に触れ、参加し 、担い手となり、活動

し 、交流できるようにしていくことが重要です。

多様な人々がお互いを尊重し ながら、ともに文化芸

術に親しむことで、相互理解を深めるきっかけとなるよ

う文化施策を推進します。

 （ ４ ） 文化芸術の枠組みを超えた連携の推進

文化芸術活動には、地域の発展やコミ ュニティ の活

性化につながる価値があります。区民や区内の団体な

どが連携して、子育てや教育、福祉、産業、観光、まちづ

く り、異文化交流など、各分野を超えて多様な領域に

おける文化芸術の活用を進めます。

そして、既存の文化芸術の枠組みを超え、多様な主

体との連携・ 協働の強化を図り、地域の文化資源を相

互につなぎながら、人 の々回遊性を高め、まちのにぎわ

いを創出していきます。


